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1５ 
ディオニシオス・アレオ．〈ギテースは八神名論ｖ第四章において八神の愛Ｖ弓需ご幻ごＳのが八超脱的騨Ｑヨミー
（１） 
気身であり、愛する者皿も：剥身は自らに留まることを自らに許さず、愛される対象のもの恥もＳ蔦這ｓピとなるＶ
と言う。この文章は一一一つの点で注目すべきであろう。第一は神の愛が八超脱的Ｖだということ、すなわち神は存在
者として人間にとって超越者であるが、その神が愛において八超脱的ｖとは一体どういうことなのか、という疑問
である。なぜなら評。日刊Ｒ身という語は秤ミロミの（一般に悦惚とか忘我を意味する名詞）の形容詞であるが、
後者は語源から見ると蹄３３宮すなわち蹄，『。§肩であり、動作の主体が八自己の外へ出ることＶである。も
ちろん言語がすべてその語源の意味を忠実に保存するとは限らないが、ディオニシオスのこの語はコンテクストに
おいて語源に近く八超脱的Ｖと訳さざるをえない。そうだとするなら神が愛において自己を超脱するとは何を意味
するのだろうか。第二には八神の愛ｖが聖書の身島§でなく、人間の愛について用いられる答Ｓのによって言い
現わされている点である。一般に聖書では神の人間に対する愛（例えばヘョハネの第一の手紙ｖ四の一六仁見られ
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ｴ６ 
さきに述べたように、訂・司同へ気身が野。『：（ぬの形容詞だとすれば、野同§へのとは何か。聖書ではもっぱら桃
惚、忘我あるいは脱魂の意味をもつ。すなわち．ヘトロと．〈ウロの二人の使徒がそれぞれ祈りのなかで八気を奪われ
てｖ幻を見たという神秘的体験の記述にこの語が用いられている。へ使徒行伝ｖ一○章一○節によると入念が。ヘト
ロのため食事の準備をしていたとき、彼は八気を奪われたようになったｖ恥『トビ：。…の汽同§へ②とあり、また同書
一一章五節には、彼がヨッペという町で祈っていたとき八気を奪われたようになりＶ曾騨・ａ月へ幻を見たと記さ
れている。、ハウロについてはやはり八使徒行伝ｖ二二章一七節に、彼がいわゆる回心のときイエルサレムで八気を
奪われてｖ恥ご恥討。『：ｍ（そのさなかにキリストの幻を見た、と書き記されている。ヘヴルガタ版聖書ｖでは右の
語句はそれぞれ目の日一ｍのＨ・の、、月》日①滉・の、、色日の目】い・目印目ロ日の日の貝〕、と訳されている。
る
ょ
う
に
）
も
、
人
間
の
神
へ
の
愛
（
ハ
マ
タ
イ
伝
ｖ
二
二
の
三
七
ｌ
こ
こ
で
は
動
詞
言
薑
璽
で
あ
る
が
）
も
、
そ
し
て
人
間の人間に対する愛も（へコリント前書ｖ一一一一の八以下など）すべて愛は鼻骨どの語によって貫かれている。そ
れにも拘らずキリスト者デイオーーシオスが敢てヘレニズムの土台に立つ苔ｓのを当てたのはなぜであるのか、第一一一
には第二点と関連すると思われるが、神と人との間に交わされる愛がともにざＳのであるから、デイオーーシオスが
さ
き
の
引
用
文
に
お
い
て
八
愛
す
る
者
Ｖ
と
八
愛
さ
れ
る
対
象
Ｖ
と
い
う
二
語
を
晋
巳
の
の
関
連
語
の
複
数
形
を
用
い
る
の
も
当
然
であろう。しかしそれによって存在者としての神と人間とは同次元に置かれることになりはしないか。以下におい
て第一点を主とし他の二点を従としながらデイオーーシオスのエロース概念を検討し、ついでそれを手掛りに人間の
（２） 
愛、ことに人間存在の基盤をなし、オイゲン・フィンクも八社会性一般の原初的基礎ｖと呼ぶ性愛について主とし
て考えて承たい。
なお聖書には以上といくらか違った意味で野同§易が使用されていることにも注意しておく必要があろう。ヘマルコ伝ｖ
一一
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1７ 
こ
の
神
秘
的
体
験
は
無
限
な
る
超
越
者
と
の
一
致
・
合
一
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の
意
識
Ⅱ
存
在
圏
は
突
破
さ
れ
、
感
覚
と
悟
性
と
は
沈
黙
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
祈
り
は
祈
願
で
あ
る
に
せ
よ
讃
美
で
あ
る
に
せ
よ
、
も
と
も
と
神
の
な
か
に
在
る
曾
息
、
ｍ
ｅ
こ
とを求めてやまぬ．〈ツションであり、その神との一致・合一はエスクタシー恥ｇｍ・吻・野ミロミのを呼びおこす。そ
れはまた忘我・熱狂恥己。ご日：息幻となる。プラトンの言葉を借りると八狂気Ｖ磑層へＲということになろう。マ
ーーアは八・ハイドロスｖに語られているところでは創造的であり、それなしには人間にとって八数だの善きものの中
（３） 
で
も
、
そ
の
最
も
偉
大
な
る
も
の
Ｖ
も
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
神
に
懸
か
れ
る
こ
と
で
．
あ
り
、
し
た
が
っ
て
霊
感
（４） 
恥ごｍｍ・のとして人間的な八規則にはまった慣習的な事柄をすっかり変えてしまうＶのである。神に懸かれることに
（５） 
よって人間は八神のような人Ｖ②⑰こ『、ごＣごとなり八人の世のあくせくとした営象をはなれ、その心は神の世界の
（６） 
事柄とともにＶあるようになる。そこでは存在者と存在についての一切の人間的規範と序列は効力を失われるであ
ろう。したがって神に懸かれた者、言いかえるとエクスタシスの体験者はプラトンによれば八狂える者Ｖ蹄ミミ，
（７） 
演駒ご・ぬとみなされてしまう。これはプラトンではイデアを憧れる人間のエロースのなすわざであろう。．〈ウロもキ
リスト教世界にあって人は神のために八狂うＶ殆司旦冒とハコリソト後書ｖ五章一一一一節に書いている（ハヴルガ
タ版聖鴇ｖではのどのの日日目①貝の①Ｈｏの日日口の〉□の。と訳とされている）。それは体験者以外には窺いしることので
き
ぬ
心
理
的
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
い
や
そ
れ
に
も
ま
し
て
人
間
の
存
在
の
大
変
動
で
あ
り
、
〆
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の福音記者はキリストが死んだ子を蘇らせたとき人点は大いにＡおどろいたＶ蹄へＱ３ｑｐご…身。句：碗《（五章四二蛎逃と伝え、
またハルカ伝ｖ五章二六節にはキリストによって中風患者がたちどころに癒されたとき、人点は八みなおどろきＶ野ミミヘ幻
些且、上野５句月神を崇めた、と記されている。さらにペトロが神の名によって足なえの男を立たせ歩かせたときも、入念は
おどろきとハあやし承にＶ響。息鳥貝満たされたと〈使徒行伝ｖ一一一章一○節に書き記されている。これらの使用例について
はハヴルガタ版聖宙ｖは、日ｂｏＨあるいは［の自己。『日］①禺冨⑩】、というラテン語を当てている。これらは超越的力の衝撃によ
る八呆然自失ｖの意と理解することができる。
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1８ 
以上検討してきた限りにおいてはニクスタシスはすべて人間の存在現象に属する。超越者としての神のみならず、
客
観
的
に
人
間
の
外
に
在
る
も
の
と
の
関
わ
り
、
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
の
触
発
に
よ
っ
て
エ
ク
ス
タ
シ
ス
が
生
じ
る
に
せ
よ
、
人
間
の
それらのものへの対応の上にニクスタシスが生じる。その対応とは一致・合一への意志であろう。それは言い換え
（９） 
ると愛である。ヘーゲルも八愛とは一般に私が他者と一つにになっているという意識ｖだと壼口う。超越、自己超越、
したがって八超脱ｖとしてのニクスクシスは他者への一致・合一の意志としての人間の愛によってもたらされる。
も
ち
ろ
ん
一
致
・
合
一
と
い
う
限
り
そ
こ
に
は
八
私
ｖ
と
い
う
意
識
は
な
い
と
言
え
る
。
だ
か
ら
．
ハ
ウ
ロ
が
ヘ
ガ
ラ
テ
ァ
轡
ｖ
二
章
二
○
節
で
私
は
生
き
て
い
る
が
、
生
き
て
い
る
の
は
も
は
や
私
で
な
く
、
実
に
私
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
が
生
き
て
い
る
の
だ
と
醤
い
て
い
る
の
も
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
の
言
う
よ
う
に
（
二
習
い
弓
Ｓ
・
ハ
ウ
ロ
自
身
の
エ
ク
ス
タ
シ
ス
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
の
愛
に
対
応
（皿）
す
る
パ
ウ
ロ
の
神
へ
の
愛
に
墓
ず
く
．
ニ
ロ
ー
ス
を
狂
気
ｌ
す
な
わ
ち
エ
ク
ス
タ
シ
ス
ー
と
す
る
ヘ
ハ
イ
ド
ロ
ス
〉
の
プ
ラ
ト
ンの場合も同様であろう。エクスタシスがこのように人間的なものであり、人間の愛、エロースによるものである
ことは明瞭であろう。
あろう。
であろう。超越者による受動、．〈ツションであるが、人間の自己超越である。アリストテレスも八詩学ｖ一七章で
詩
作
に
不
可
欠
の
澪
鍔
賀
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
れ
は
八
ゆ
た
か
で
し
な
や
か
Ｖ
で
あ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
八
狂
気
Ｖ
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
言
う
。
八
狂
気
の
人
Ｖ
は
恥
：
日
貝
汽
身
だ
か
ら
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
語
に
今
道
友
信
は
八
我
れ
を
忘
れ
て
烈
（８） 
しい感動に赴く超越性に富むＶという訳をつけている。エクスタシスとはけっして不願奔放による存在の混乱では
な
い
。
そ
れ
は
出
会
い
の
な
か
で
の
人
間
の
日
常
的
軌
跡
か
ら
の
脱
出
、
激
し
い
リ
ズ
ム
を
も
っ
た
自
己
の
外
へ
の
跳
躍
で
あ
る
。
そ
れによって意識は意識の外へ超出し、創造と新らしい自己措定をもたらす。エクスタシスは存在の秘儀的弁証法で
で
は
冒
頭
に
引
用
し
た
神
の
愛
が
八
超
脱
的
Ｖ
エ
ク
ス
タ
テ
ィ
コ
ス
だ
と
す
る
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
の
文
章
は
、
い
か
に
理
解
し
た
ら
一一一
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1９ 
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
神
と
人
間
と
は
そ
の
存
在
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
愛
に
関
し
て
は
両
者
の
懐
く
愛
は
同
質
の
も
のとディオニシオスは考えているのだろうか。へ神名論ｖでは神の愛はエロースと呼ばれ、神も人間もともに八愛
する者Ｖ響：司芳であると同時に八愛される対象Ｖ恥直言ご・之である。さきに指摘したように聖書のみならず、
（皿）
キリスト教神学においては愛は母『再旦．Ｃ冨昌§（８昌国⑫）と呼ばれる。ディオニシオスはこれとまったく対蹄的
に人間はもちろん、神の愛さえエロースと名づける。しかもこの措置によって彼はアガペーを捨て去り、聖書の世
界から逸脱してハエロースの名を称えるｖことを意図したのではないと言う（宮亟巨蔓己。ではなぜアガペーでな
く、エロースでなければならないのか。彼は言う八聖醤記者たちはアガペーとエロースという名詞が共通性をもつ
もの両貝且のと考えていたように思われるＶ（三習函屋訊）と。ではその共通性とは何か。ディオニシオスによる
とこの二つの愛はともに八合一させ、結合させ、差違がありながらも融合せしめる力であり、美と善において美と
善によって先在し、美と善によって発出し、等しいものを互に結びつけ、高次のものを低次のものへの配慮へと促
がし、低次のものを変革せしめて高次のものへ合体させるｖ（弓亟后忌『）ものである。たしかに合一、結合そし
て融合の力としてのエロース概念はその内実において同時にアガペーにも共通する。トマス・アクィナスもこの力
、
、
、
、
、
、
を神の愛のうちに認める。八愛はやはり神にあっても合一させる力Ｖであり、また八神の愛もやはり神が諸点の他
、
、
、
、
、
、
（皿）
者のために善を欲するかぎり合成させる力Ｖであると八神学大全ｖに述べられている。しかしこの愛が合一・結
合・融合の力と規定する部分に続く文章は、まさにアガペーのギリシア的エロース化と思われる。この概念の転位
はディオニシオスが神を八熱狂者Ｖハミｓ司冴（皀習喚弓⑬）と呼ぶとき頂点に達するであろうか。もっとも神に
このギリシア語の名詞を与えたのは彼がその始祖ではない。ハミ冒芳が神に付して用いられたのは遠く旧約の
八出エジプト記ｖ（二○章五節）においてであるが、それはハ嫉む者Ｖの意であり、そこでは神は八嫉む神Ｖとさ
れている。神が嫉むとはいかなることであろうか。嫉妬はは人間的．ハッションであり、愛する者がその愛の性急さ、
激しさの故に愛する対象がいささかでも他者へ移りゆくこと、トマスの定義によると八愛する対象を他者と共にす
（蝿）
ることに耐塵えられぬＶ狂躁であり、錯乱である。このような独占と排他のエクスタシーが神について述ぺられるの
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八
蕊
三
…
！
■
琴
前書ｖ一○章一四節以下で偶像崇拝を誠め、悪霊にひれ伏すことで神の八嫉糸をひきおこそうＶ司昌Ｒｓ』・骨、ご
とするのか、と劇しい詰問調の手紙を書き送っている。もとより絶対者としての神に嫉妬があろうはずはない。嫉
妬は有限にして力の足らぬ人間の愛に鰹る．〈ツションである。愛は純粋であればあるほど対象との一致、合一をど
こまでも求めて飽くことをしらない。それは交雑を許さぬ激情である。トマス・アクイナス地へ神名論注釈ｖにお
（Ｍ） 
いて（●．。］・〆心⑫⑪）凶の｝ｐｍは八愛の激しさＶ】貝のロの一．ロ日・凶のだと言う。この激しさがある曲折によって嫉妬と
なる。ディオニシオスによると、神にとって愛すべきものは八熱狂に値するＶハミｅ３どものであり、神は配慮す
るすべてのものによって八熱狂Ｖハミ・幻にかり立てられる（皀習喚桿目）という。熊田陽一郎はこの文章につい
て
解
釈
を
施
し
八
熱
狂
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
も
オ
リ
ン
ポ
ス
の
神
に
も
な
じ
ま
ぬ
、
む
し
ろ
デ
ィ
オ
ー
ー
ソ
ス
宗
教
に
ふ
さ
わ
し
（応）
い
言
葉
Ｖ
だ
と
書
い
て
い
る
。
た
し
か
に
ハ
ミ
。
②
と
い
う
不
安
定
な
パ
ッ
シ
ョ
ン
は
エ
ロ
ー
ス
的
で
あ
り
、
ア
ガ
ペ
ー
の
エ
ロ
ー
ス
こ
れ
に
対
し
冒
頭
の
引
用
文
は
逆
の
方
向
、
す
な
わ
ち
エ
ロ
ー
ス
の
ア
ガ
ペ
ー
化
と
見
な
さ
れ
う
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
神
の
愛
は
八
超
脱
的
Ｖ
で
八
自
ら
に
留
ま
る
こ
と
を
自
ら
に
許
さ
ず
、
愛
さ
れ
る
対
象
の
も
の
と
な
る
Ｖ
と
デ
ィ
オ
ニ
シ
オスは一一一一口う。神は愛によって自己自身の外へ出る蹄ｓ曾喧剣。。『へご碗同日（の算日切２℃、ロ日穿）のであり、言い換え
る
と
八
す
べ
て
の
も
の
を
超
え
、
す
べ
て
の
も
の
か
ら
分
か
た
れ
た
も
の
か
ら
、
す
べ
て
の
も
の
の
な
か
へ
降
ろ
さ
れ
た
も
の
と
な
る
Ｖ
の
で
あ
る
。
し
か
し
神
は
こ
れ
に
よ
っ
て
八
自
ら
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
Ｖ
（
員
習
い
目
Ｃ
と
言
わ
れ
る
。
八
自
ら
を
離
れ
る
こ
と
ば
な
い
Ｖ
と
は
神
で
あ
る
こ
と
を
あ
る
意
味
で
止
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
神
は
愛
す
る
と
き
天
上
の
王
座
に
坐
し
続
け
る
の
で
な
く
、
地
上
に
下
た
る
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
目
か
ら
が
神
で
あ
る
こ
と
を
証
し
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
愛
は
神
に
目
か
ら
に
留
ま
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
す
な
わ
ち
ニ
ク
ス
タ
シ
ス
を
要
求
し
、
地
上
の
愛
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
人
間
と
合
一
し
、
同
時
に
そ
れ
に
よ
っ
て
神
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
名
は
そ
れ
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
者
を
端
的
に
表
わ
す
。
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
に
と
への接近を感じさせる。
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２１ 
って愛は神の働きというより、むしろ存在そのものなのであろう。聖書のハョハネの第一の手紙ｖでは八神は愛で
あるＶ（四章八節）と記されている。ディオ一一シオスの超脱概念は主がうかたなく神の受肉目８日員。と一致す
るように思われる。ハョハネ伝ｖによると（三章一六節）神はその一人子を与えるほど世を愛したが、それはキリ
ストを人間の罪の八畷いの供えものＶとするためであった。八ここに愛があるＶと使徒ヨハネは言う（へヨハネ第
一の手紙ｖ四章一○節）。キリストは本性において神であるが、あえて神たることを固守せず、かえってハおのれを
むなしうしてＶ奴隷の姿をとったと．ハウロはハピリピ人への手紙ｖに書き送っている（二節六節以下）。愛によっ
て八万軍の主Ｖは下僕になる。八おのれをむなしうしたＶ宵ご乱這恥鳳ごＳＱｍことば、自己の手にあるすべてを一切
なきものにして輝らないことであり、自己のすべてを愛される対象にそそぎ、そのため生じるすべての結果を考え
ぬということであろう。デイオーーシオスの八愛される対象のものとなるＶとは対象と合一することであろうが、そ
れは対象と等しいものとなることであると同時に対象に愛する主体が献げられてしまうことである。この思想は愛
のあるところいずこにも見出される。仏教で言う八外己Ｖしそうであろう。八外己Ｖとは曇鷲の思想であるが八己を
外にするＶである。これはいかなる意か。親驚の八教行信証・証巻ｖによると、へ無量寿経ｖの言う八無上菩提
心Ｖとは八これ願作仏心なり、願作仏心は即ちこれ度衆生心なり、度衆生心は即ちこれ衆生を摂取して有仏の国土
（応）
に生ぜしむる心Ｖである。これは端的に自己の悟り、成仏あるいは救済が他者のそれと切り離すことができぬとい
う思惟の激情であろう。金子大栄はこれに注釈を加えて次のように言う。八願作仏心Ｖとは八究寛の自覚を求める
心ｖであるが、それはハ単なる個人の覚醒ではない。個人に内在する全人の自覚Ｖしかも八全人の自覚Ｖは一切衆
（Ⅳ） 
生の覚醒を願わざるをえない、そこに八全人の自覚ｖがあると。これは一一一一口い換えると八回向ｖであろう。八回向Ｖ
とは曇驚によるとハおのれが所集の一切の功徳を以て一切衆生に施与して、共に仏道に向かへしめｖることである。
ところでこの菩提を陣げるものに、曇鷲によると三種あり、したがってこれより八遠離するｖすなわち悟りに障碍
となるものを遠ざける三種の道が説かれる。第一は八知懸門Ｖといい、知慧によって自己の楽しふを求めず、自己
に執着しないことである。第二は八慈悲門Ｖで、すべての人の八苦を抜ｖき、人を安らかにすることのない心、す
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2２ なわち八無安衆生心Ｖを遠ざけることである。仏教では愛を慈悲という。そして最後に八方便門Ｖが挙げられる。
これは菩薩が八自身を供養し恭敬する心を遠離Ｖし八一切衆生を憐慾Ｖする心だという・曇驚はこれについて八正
直を方と曰う、己を外にするを便と曰う。正直に依るが故に一切衆生を憐感する心を生ず、己を外にするに依るが
故に自身を供養し恭敬する心を遠離せりＶとする。八正直を方と曰うＶとは人を公正に素直に見ることを指す。そ
れ故すべての人を憐感する心、すなわち愛を生む。ではＡ己を外にするｖとはいかなることか。それは疑いもなく
自己自身の利益を求めず、かえって自己を捨てる、自己を衆生に献げるということである。菩薩の願といわれる
八ぉのれが知慧の火を以て一切衆生の煩悩の草木を焼かむと、もし一衆として成仏せざることあらば、われ仏にな
らじＶという激情である。このような考え方は八専修念仏Ｖの他力門に限らない。自力の八聖道門Ｖにも発見され
るのはともに大乗の立場として怪しむに足りない。道元は公正法眼蔵ｖの第四八発菩提心Ｖに八菩提心をおこすと
（旭）
いふは、おのれいまだわたらざるさき、一切衆生をわたさんと発願しいとなむなりＶと一言う。．〈ウロがキリストは
ハおのれをむなしうしたＶと言うのと殆ど同義であろう。金子大栄は八外己Ｖについて八外なるものを己とするこ
とである。己を己に置かずして衆生に置くことである。一切衆生を視ること自己の如しといふもの、これ即ち外己
の意義であるＶとし、さらに続けて八それは衆生に於て自己を見出す心である。それ故に衆生に奉仕して自己を供
養する心を遠離するのである。されば方便心こそ峰正しく慈悲心が現行して衆生に随順するものといふべきであ
（四）
ろうＶと述べている。八己を外にするＶとばしたがってディオニシオスの八愛する者は自らに留まることを自らに
許さず、愛される対象のものとなるＶと相通じ、愛に基ずくエクスタシスと言うことができる・愛のエクスタシス
構造の思想はここにもそのエコーをまぎれもなく聞きとるのである。
もとより神の愛の発現・啓示はキリストの受肉の象ではない。キリスト教では天地創造も愛の汪溢であるし、神
自身によってそれは善きものとされた。しかし人類の堕落は神の悲し象と痛承を生んだ。人間は再び善きものとし
て神の許に取り戻されねばならない。キリストの受肉は天地創造と結合する。
さてこの受肉は、そしてこれと同伴していると思われるディオニシオスの思想、すなわちすべてのものに超越し
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ている神が八すべてのもののなかへ降ろされるＶということは、キリストの受難、言い換えると十字架上の死にそ
の愛のエクスタシスの徹底を見出す。この死はまさに文字通り八愛される対象のものｖとなり切る。〈ヅションの極
限であり、最高のエクスタシスの形態であろう。愛はその昂揚とともに愛する主体自身の死を求めてやまぬのであ
ろうか。しかしこのイエスの死もキリスト教神学によれば、父なる神の力の顕示としての復活によってうち克たれ
る
。
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
が
神
は
す
べ
て
の
も
の
の
な
か
へ
降
ろ
さ
れ
て
も
八
自
ら
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
Ｖ
と
言
う
の
は
、
そ
れ
を
指
しているのではなかろうか。復活は神の神性の象徴とされる。イエスの死と復活は神の超脱と自己自身への還帰と
なる。神はこれによって自らが神たることを即且対目的に証明する。他方人間もこの神の愛のエクスタシスに呼応
するとき、すなわちディオニシオス的に言うならば八愛される対象Ｖであると同時に八愛する者Ｖとなるとき、エ
クスタシスを行ずるとき宗教的には人間本来の姿を獲得することになる。しかしこの二つのエクスタシスを神人の
対比において承るならば、神のそれはその存在の八汪溢によるＶ司母の９．ここ（二習蝕】己）のである。それは
主体のもつ欠如に基くのではない。神は無限の充満だからである。したがって神の愛のエクスタシスはまったくの
無
私
で
あ
り
無
償
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
故
に
こ
そ
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
人
間
の
う
ち
に
熱
狂
を
か
り
立
て
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
人
間
の
エ
ク
ス
タ
シ
ス
の
座
標
は
欠
如
か
ら
始
ま
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
神
と
の
関
係
に
お
い
て
は
宗教者は人間の愛のエクスタシスの始元をむしろ神の内に見出す。．〈ウロもキリストの十字架によって愛というこ
と
為
っ
た
と
一
嵐
う
。
親
繍
も
念
異
抄
》
で
ハ
僑
心
ｖ
ｌ
こ
れ
も
エ
ク
ス
多
〆
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
ｌ
と
臓
八
如
来
よ
りたまわりたるｖものと語っている。
こうして神の愛のエクスタシスは自己の存在の汪溢から発出し、一切のものを摂取包含しながら神自身へ還帰し
（釦）
てゆく。ここではディオニシオスの思想を愛の象に限った故に簡略化して一一一一口うならば、この発出と還帰はしたがっ
て八終わりもなく始めもないものＶとして八永遠の円環Ｖとなるのである（弓蛮心得田）。
以上ディオニシオスのエロースとしての神の愛の観念を主としてキリストの受肉と併行させながら見てきた。
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定
な
パ
ッ
シ
ョ
とができる。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
神
の
愛
と
人
間
の
愛
の
間
に
あ
る
種
の
八
共
通
性
Ｖ
（
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
）
あ
る
い
は
類
似
性
が
読
み
と
られうることも確かだと言わねばならない。キリスト教の世界でいわゆるハキリストの模倣Ｖ目冒二．○冒一、露と
いうことは、受肉のキリストがまさしく神の愛の無比の表現であり、人間がそれに従うべきこと、人間の愛が神の
愛
に
倣
う
べ
き
こ
と
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
の
は
両
者
の
間
に
あ
る
類
似
性
ま
た
は
類
比
性
が
も
と
も
と
あ
り
う
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
は
一
般
に
神
的
な
も
の
と
人
間
的
な
も
の
の
間
に
、
た
と
え
ば
自
然
的
理
性
に
（狸）
よ
る
認
識
と
信
仰
に
よ
っ
て
手
渡
さ
れ
る
も
の
と
の
間
に
あ
る
類
似
性
“
］
日
冒
巨
」
◎
を
認
め
る
人
で
あ
る
が
、
愛
に
つ
い
て
も
八
い
（配）
か
な
る
愛
も
神
の
愛
と
あ
る
種
の
類
似
性
を
も
つ
Ｖ
と
一
言
う
。
こ
の
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
ト
マ
ス
は
八神学大全ｖで愛について論ずる場合、それが神の愛であるにせよまた人間の愛であるにせよ、しばしばディオーー
（郡）
シオスの一一一戸葉を大胆に引用する。もちろん類似性はけっして同一性を意味しない。だからさきに指摘したように神
の愛の凶の旨⑪からその屈折した嫉妬を排除する。このように見てくるとディオニシオスの誤解に基ずくエロース概
念の拡張は論外として、それを神の愛にまで適用することによって愛のもつある八普遍的Ｖ構造と性格を指摘した
ことのなかで、もともとディオニシオスが人間の愛としてのエロースをいかに考えていたかを知ることができる。
こ
の
二
画
‐
ス
概
念
の
賞
す
な
わ
ち
自
己
超
脱
・
一
致
・
自
己
還
帰
の
円
環
構
造
は
、
ネ
オ
・
プ
ラ
ト
ー
ー
ズ
ム
の
源
泉
ｌ
も
つ
般仁ディオニシオスの思想を支えるもがネオ・プラトーーズムであり、それが神人融合による人間の神格化をもたら
すものであることが指摘される。そうだとすれば彼がアガペーでなく、エロースという語によって神の愛を語って
いるのはそれと符号すると一一一一口えよう。たしかにトマス・アクイナスの八神名論注釈ｖの編者が注○ヶ、ｑご且・目のいに
指摘しているように、不正確な知識によるエロース概念の不当な拡大がつき纏う。例えばディオニシオスはオリゲ
ネスの鍵に倣ってイグナティウスの八私のエロースは十字架につけられたＶという文章のエロースをキリストと混
（劃）
同
ｌ
事
実
は
そ
う
で
は
な
く
八
地
上
的
事
物
へ
の
欲
望
ｖ
を
指
す
Ｉ
し
た
り
し
て
い
る
．
ま
た
神
の
愛
に
（
言
と
い
う
不
安
定な．〈ツションを帰したり、神と人とのエクスタシスの相違についての論議がないことなど、疑惑は濃いと言うこ
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ともＲ・グァルディーニはヘソクラテスの死ｖＣのＨ円。』」の、の。庁胃の⑰（閃。葛。匡佇の．巨心）においてプラトンとプ
ラトニズムすら関係健ないと一富うがｌプラトンにもなかったものである．プラトソは〈饗宴〉のなかでアリスト
ファネスのエロース論（届①１－巳己）をディオラーマに批判させることによって愛の一つの形態（性愛）を見失っ
たと思われる。そこで展開されるエロースについての考えは美しく善きものとしてのイデアへの憧れ、無限の上昇
意志をもつエロースであり、目指されるものは結局死すべきものが本性上もつＡ不死Ｖであった（ｇ己）。そこか
らはニロースの形而上学は生まれるが、それによって同時にエロースの哲学的人間学の成立の可能性は消滅するで
あろう。そこにはロマン主義的な彼岸への自己超越はあっても、地上的自己への還帰はない。ネオ・プラトーーズム
に立つディオニシオスのエロース概念にそのような地上的還帰の思想を読承とろうとすることは、盗意にすぎると
いう非難を受けるであろう。エロースは上昇意志、超脱意志であっても、それは彼岸の原理でなく、此岸の原理で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
限
り
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
の
ニ
ク
ス
タ
シ
ス
と
し
て
の
エ
ロ
ー
ス
は
此
岸
に
お
い
て
試
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
に
お
い
て
は
神
は
さ
き
に
指
摘
し
た
エ
ク
ス
タ
シ
ス
に
よ
っ
て
自
ら
が
神
で
あ
る
こ
と
を
証
し
し
た
が
、
人
間
も地上にあってそのニロースの円環運動によって自己を生きた人間としての自己証明ができねばならない。以下デ
ィオニシオスのエクスタシス論を手掛りにエロースとしての人間の愛、人間の人間に対する愛について、とくに性
愛を中心に考えてふたい。
人間の愛をユクスタシスとして把えようとするとき、その行く手に最初の困難として立ちはだかるのは男女の愛、
一般に性愛と呼ばれているものである。それはたしかとデイオーーシオスの八合一させ、結合させ、差違がありなが
らも融合せしめるＶ力であり愛として規定するのに何の驍踏いも必要でない。しかしそれはエクスタシス構造をも
つものだろうか。性愛は文字通り性に基ずくものであるから、愛といっても自然の衝動であり、エクスタシーであ
ってもエクスタシス、超脱ではありえぬのではないか。ニロース》、閂も月はヘシオドスによると八不死なる神交の
四
Hosei University Repository
2６ 
なかでもっとも美しいｖが、八四肢の力を奪い去り、すべての神念とすべての人間の胸中の理性と、賢明なる知慧
を屈服させるＶ神（国の。§且“」］⑰ｌ』圏）である。性愛は男女を結合させるが、理性を混乱に陥しいれ自由を奪（霞）
う闇の原理なのか。アリストテレスは中庸を尊ぶ哲学者であるが、彼が性愛を八過剰Ｖ芽の二・》》と呼んだように、
それは理性の定める方向を見失ったベクトルとして狭陰な通路を全的に激しく突き進む熱狂ではなかろうか。そし
てそれ故に嫉妬をもかき立てる非合理の力ではないのか。またそれ故に排他的独占的ニクスタシーとして二人の象
の共同体をつくりながらも、外に向っては反共同体的であるのではなかろうか。マリノウスキーも八未開社会にお（蝿）
ける性と抑圧ｖで一言っているように、性衝動がもともと八人間の正常な活動を妨げ萌芽状態の共同体を破壊するｖ
のであるから、性愛は愛であるにも拘らず反社会的性格を完全に脱することができぬだろうか。結局それは夏目漱
石がへこころｖで言う八自己本位Ｖ性を超えることのできぬ愛欲なのだろうか。このようにみるとそれは八与える
愛Ｖよりも八求め奪う愛Ｖなのか。あの古くからの区別によれば、性愛は八欲求の愛ＶｍＢｏＨ８ｐ２目⑩、①貝旨のに
属
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
愛
は
す
べ
て
が
自
己
を
中
心
に
回
転
す
る
。
そ
れ
は
自
己
保
存
欲
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
エ
クスタシスにこれほど遠く隔たったものはないであろう。しかし同時にまた生物学的に承るとき、性が現象的に個
体
の
満
足
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、
実
は
種
の
流
れ
の
維
持
に
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
生
命体はそれぞれ佃としてのみ存在しうるし、性衝動もその側の欲求の充足のように見えながらも、期せずして種の
合
目
的
的
運
動
の
一
鮪
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
穂
の
狡
智
回
既
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
個
は
尊
重
さ
れ
る
か
に見えるが、存在の永続する流れの中で個は見る影もなく解体される。ある昆虫は性交ののちオスはメスによって
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
し
、
ま
た
あ
る
種
の
ク
モ
は
出
産
す
る
と
母
グ
モ
の
体
は
生
ま
れ
て
き
た
子
供
た
ち
の
餌
と
な
る
と
い
う
。
性は個体のみが担うが、性には個体の存在が賭けられるという原初的事実が明らかである。人間の性においても性
関
係
の
一
般
的
藁
と
し
て
の
出
産
が
、
母
体
の
生
命
の
危
険
を
ｌ
科
学
的
成
果
に
よ
っ
て
激
減
し
た
と
は
い
え
ｌ
孕
ん
で
い
る
．
この危険は出産ということが母となるべき女性にとって自己の存在のある種の譲渡であることを可能的に意味する。
ところで人間以外の動物にあっては性は周期によって規定されていることは常識であるが、人間にはそれがない。
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それは自然人類学者河合雅雄によると八性が生殖のため仁の承奉仕しているのでなく、個体関係や集団の統合のた
めに機能しているｖことを示すものであり、性がその八本来の目的から遊離し、別の新らしい次元の性の開拓が
（配）
始ｖめられていることを意味する。種の流れとしての性はその力を個人に凝集させ、そのベクトルの方向と力を個
人の自由意志に全面的に委託したと言うことができよう。それ故にこそ人間における性の堕落の可能性も、そして
倒錯も生じてくるのである。または社会学視点に立てば人類の存亡も一つはこの方面から人間に委ねられていると
言っていい。これは人間が性という自然的基盤において男女に分かれているのを、八新らしい次元ｖにおいてそれ
ぞれが存在の始まり（アルヶー）であるとともに単なる存続でなく実存の原理９ルヶー）とすることである。愛
、
は人間存在の始源に関わる。性愛の成立する根拠は単なる性差ではなく、性のかかる意味での昇華であろう。もと
より性愛がこのような次元での性の全面的委託と昇華における一致・合一といっても、欲望としての愛から完全に
自由であることを保証するものではない。性愛はここでも対象の魅力と価値に感応するのであるから欲望の性格を
（配）
もつ。アリストテレスが一一一一口うように八すべてのものが愛されるのではなく、愛するに値するものが愛されるＶのであ
る。対象が愛されるのはまずその対象が自己にとって好ましいからである。それとの合一ということはまずそれを
自
己
の
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
性
愛
か
ら
そ
れ
を
退
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
正
し
く
な
い
。
し
か
し
デ
カ
ル
ト
が
人
間
の愛は八それがいかなるものであれ、人がある対象に意志的に結合するや否や、人はその対象に亘の冒巨の崖ロロ８
（麹）
を懐くようになるＶと指摘しているのは正しい。廓⑦ロぐ員の一一一目・のとはふつう八好意ｖと訳される語であるが、右の
文のなかで八好意Ｖという日本語を当てることは日本語のもつ意味からいって不適当と思われる。もちろん八好
（卯）
意ｖはアリストテレスも言うように愛に相違ないが、それは八愛の始まりＶである。しかしデカルトの右の文章で
は豆のごく口の一一一自・のはこの語の成立ちに帰って茸①ローぐの巳一一画日すなわち八善を願うことＶ、言いかえるとその対象
にすべてが八善かれと願うことＶの意である、トマス・アクイナスも定義するように八ある人を愛するとは、その
（Ⅷ） 
人に善きことを願うことこの］］の①》守・ロＥＢＶである。愛する主体の欲望の満足はその意識から退き、配慮は主体か
ら対象へ転位し、主体の主権の座は愛する対象に明け渡される。愛する主体は愛される対象との結合によって対象
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象の存在の重みを感得し、次第に自己を解体しながら対象に自己を移してゆく。ゲーテがヘファウストｖ第一部で
描いた八ヴァルプルギスの夜の夢ｖは、すべての人の性愛を訪ずれる。力による強要は外的な一致しか生糸出さな
い
。
い
や
、
そ
れ
は
け
っ
し
て
一
致
で
は
な
い
。
性
愛
は
対
象
へ
の
全
的
傾
斜
で
あ
り
、
そ
の
虜
と
な
る
こ
と
を
あ
え
て
す
る
。
そ
れ
だけではない、それどころか自己の死さえ求める。へ葉隠ｖは八恋の部の至極は忍恋也Ｖと言うが、さらに続けて
八
命
の
う
ち
に
そ
れ
と
し
ら
ざ
る
は
、
深
恋
に
あ
ら
ず
や
。
思
い
死
の
長
け
高
き
こ
と
限
な
し
Ｖ
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
八思い死Ｖとは八この世における恋の成就を自ら否定するＶということではなく、八恋する思いをより深くより純
（銘）
粋に内に秘めて、そのまま死に果てても悔いないさまｖだと相良享は解釈している。人間の存在が生と死の矛盾と
して本質的に規定されており、性愛といえども愛として昂揚するときには、愛する対象に自己の死さえ覚悟して存
在
を
与
え
る
贈
る
こ
と
は
、
心
術
と
し
て
け
っ
し
て
異
状
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
性
愛
も
そ
こ
ま
で
至
れ
ば
愛
一
般
と
し
て
純
化
さ
れ
、
対
象
か
ら
の
報
い
を
求
め
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
八
相
手
に
愛
さ
れ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
相
手
を
愛
す
る
こ
と
（鑓）
のうちに愛の本性はあるｖと一言い切る。そしてその典型を性愛にではなく、母の愛に求めている。
さてこのように内的合一は愛する主体が八自己の許に留まることを自らに許さないＶ・オイゲソ・フィンクの表
現
を
借
り
る
と
八
自
由
と
は
存
在
者
が
自
か
ら
自
己
を
支
配
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
己
で
あ
る
こ
と
の
最
高
の
現
実
態
で
あ
る
。
自
己
で
あ
る
こ
と
は
自
己
の
許
に
あ
る
こ
と
国
の
國
島
、
の
ご
Ｖ
で
あ
る
。
し
か
し
人
は
エ
ロ
ー
ス
に
よ
っ
て
自
己
か
ら
引
き
離
さ
れ
八
自
己
母の愛は性愛という人間関係の一般的結果として生み出される人間関係の上にあるのであるが、そこでは性愛と異なり、子
供は社会学的価植規寧によって愛されるのではない。そのような価値規準からは全く愛する価値がないと思われる自分の子を、
価
値
を
離
れ
て
愛
す
る
と
言
え
る
。
そ
の
点
に
母
の
愛
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
指
摘
す
る
愛
の
本
質
を
具
現
す
る
と
と
も
に
、
一
つ
の
制
約
を
も
ち
ながらも愛の新らしい地平を開くものと言うことができる。価値なきものを価値なき故に愛するという．ハラドックスが人間愛
の極致としてあると考える。
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ヘ
ー
ゲ
ル
は
八
美
学
ｖ
第
二
部
第
三
篇
で
ロ
マ
ン
主
義
芸
術
様
式
を
取
り
扱
う
が
、
こ
の
第
二
章
で
と
く
に
八
騎
士
道
ｖ
を
取
り
上
げ、性愛口：のが名誉向胃のおよび忠誠弓吋の口①とともにその主要内容をなすとしている。ヘーゲルによるとロ
マン主義の第一段階では神が人間主体の内実をなすが、次の段階に至ると主体は無限に自己自身に関わる。そこで
は客観的、実質的なしのは重要度をもたない。この自己自身への無限な関わりは一一一つの感情両日目且目、にょっ
（躯）
て
行
わ
れ
る
が
、
性
愛
は
こ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
名
誉
は
主
体
の
絶
対
的
自
立
性
を
求
め
る
が
、
性
愛
は
こ
れ
と
逆
の
方
向
を
と
る
。
す
な
わ
ち
性
愛
は
八
主
体
の
異
性
の
個
人
に
対
す
る
献
身
で
あ
り
、
自
立
の
意
識
と
個
体
化
と
さ
れ
た
対
自
的
存
在
の
〈師）
放
棄
Ｖ
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
体
の
対
象
へ
の
全
的
傾
斜
で
あ
り
献
身
で
あ
る
か
ら
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
に
お
い
て
自
己
を
対
象
か
ら
区
別
する意識は忘れられ、進んで断念される。それは意識が自己の自由になる範囲を突破するから、主観のなかでの作
用ではない。とすればエクスタシーのみらず、エクスタシスの事実としての成就は愛する対象の側からの感応と受
容が前提となる．その艤腱の蕊性愛は現実化する．愛する主体の存在のすべてがｌへ‐ゲルの一一一曇を用いると
八過去と現在と未来を通してそのような個体としてＶ愛される対象の八意識を浸透し、その本来の希望と知となり、
またその努力と所有の対象となっているｖときにのみ、性愛のエクスタシスは成就すると言えよう。そしてそのと
（記）
き
に
の
ゑ
〆
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
は
事
実
と
し
て
行
わ
れ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
八
法
哲
学
ｖ
の
講
義
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
八自立性Ｖの否定と、この否定に基ずく他者との一致という二つのモメントを通して性愛は八悟性が解くことので
き
な
い
き
わ
め
て
巨
大
な
矛
盾
Ｖ
に
挑
む
。
こ
の
八
否
定
は
、
絶
対
的
に
異
な
り
そ
れ
ぞ
れ
が
対
自
的
に
存
在
し
て
い
る
二
人
の
自
覚
考えて承よう。
の外にＶ“烏日巴・けあるものと埋鞘自由を、したがって自己の存在根拠を拠棄し、対象にそれを引き渡すこと
によってのみ自己は自己の外に出ることができる。自国のＨ留鳥とは意識としては我を忘れるエクスタシーである
が、存在論的にはニクスタシスである。デイオーーシオスにおいては神のニロースのもたらすエクスタシス、超脱は
自己への還帰に至る。では人間的エロースはどうか。そこでも超脱は〆タモルフォーゼを生承、それとともに自己
（猫）
は再生され新生するのであろうか。この問題を次に性愛を八心情の世俗的宗教Ｖと呼ぶへ－ゲルの所論を手掛りに
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の統一であり、無限の打ち解けぬ性質は溶け、柔軟になって統一に至る。愛は矛盾がないことではなく、その解決
であるＶと言う。矛盾の解決は対立する一方の主観内の作業では不可能であろう。それは両者の自己否定的相互転
入による一致によっての糸現実に成立する。愛される対象も自らの側から愛する主体となり、それぞれが八私た
ちＶという一人称の世界が形成される。それは自由な自己のすべてを挙げての相互の自己否定であるから、単純な
数的単位の和算の世界でも、いわんやＡ私Ｖの直接的拡大の世界でもない。八私たちＶのなかで自己の八存在Ｖの
根拠をそれぞれが贈り合うとき、人は人間として具体的に生き始める。人は例外なくそれぞれ男性か女性かであり、
その性の違いなしには、したがって性愛なしには生きることができない。
もとより性が人間のすべてでないように、性愛が愛のすべてであるのではない。性愛は一人の男性と一人の女性
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
出
来
事
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
愛
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
エ
ク
ス
タ
シ
ス
と
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
で
は
共
に
絶
対
で
あ
り
無
限
に
自
己
を
贈
り
合
う
。
し
か
し
性
愛
を
交
わ
す
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
は
そ
れ
だ
け
に
尽
き
る
の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
同
心
円
的
に
重
層
し
た
人
間
関
係
な
い
し
社
会
関
係
を
担
う
。
あ
る
異
性
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
異
性
を
規
定
す
る
運
命
を
自
己
の
迦
命
と
し
て
負
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
す
べ
て
い
ま
こ
こ
に
生
き
て
い
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
有
機
的
全
体
を
構
成
し
て
い
る
部
分
の
染
を
任
意
に
抽
象
し
て
そ
れ
の
承
に
没
頭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞれは有機的存在として分けることのできぬ旨‐＆ぐ箆自目個人百日ぐ箆巨巨日である。ヘーゲルも真に具体的な個
（調）
人
と
は
そ
れ
自
身
一
個
の
全
体
と
し
て
生
き
る
も
の
と
一
言
う
。
し
か
る
に
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
性
愛
の
核
心
は
客
観
的
実
質
的
な
す
べ
ての社会関係を度外視したところにあり、その限り八主体の心情と主体の特殊性あるいは特異性をもった単なる私
（㈹）
事
Ｖ
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
具
体
的
個
人
に
と
っ
て
相
応
し
く
な
い
と
論
じ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
性
愛
は
ロ
マ
ン
主
義
的
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
性
愛
は
ロ
マ
ン
主
義
だ
け
を
そ
の
住
処
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
有
機
的
な
具
体
的
全
体
と
し
て
の
す
べ
て
の
個
人
の
な
か
に
生
き
生
き
と
住
み
続
け
る
。
そ
し
て
性
愛
が
愛
と
し
て
ま
ぎ
れ
も
な
く
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
の
言
う
神
的
な
そ
れ
と
は
異
なるが、これまで見てきたように超脱・一致・自己還帰によって人間に存在の根拠を贈りうるとするならば、それ
は
人
間
の
真
の
愛
の
一
形
態
と
し
て
正
当
な
レ
ゾ
ソ
・
デ
ー
ト
ル
を
も
つ
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
性
愛
は
当
然
目
ら
を
す
べ
て
と
幻
想
す
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る
こ
と
な
く
、
そ
の
ニ
ク
ス
タ
シ
ス
自
体
が
自
己
超
脱
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
存
在
の
う
ち
に
そ
の
独
自
性
を
失
う
こ
と
な
く
生き続けうると思われる。
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（躯）し『一⑰８肩一の⑰》国三・三一・・旨研げ・加藤信朗訳、へアリストテレス全集ｖ一一一一巻二五一一一頁。
（羽）”・□の切目『［のい》Ｐの⑩石四ｍｍ一．口⑫」の一雪少日のロ四巴（○・』骨日陣而・司目目のご）．したがってデカルトにとって］》少日◎貝
』①８口◎巳ご昂・のｐｏの（“ＢｏＨ８ｐ２ｂ厨８口爵⑬）と『』日。巨司』①亘目自凰］］：８（色目。『ずの曰のぐ。］の昌四ｅとの区別は愛の本質
からは不適切なものとなる。
（釦）同昏｝・冨・・ロＳｍ・加藤訳、三○一頁。
（瓠）の目日日色目訂。］・閂□ｇ色桿。なおアリストテレスＪも冗写の〔。『】８目届９ケで同じことを言っている。
（犯）へ日本思想大系ｖ（岩波街店）、へ葉隠ｖこの三四。なお相良掌の解釈は何番解説六七二頁より。
（羽）向量・富ｏ・巨巴画・加藤訳、二六九頁。
〆、〆、'■、’へ’■、’■、〆、
２０１９１８１７１６１５１４ 
、､ノ、－ノミーノＬ夕、.ノ、.ノ、二めている。
の臣日日国司旨。－．四回のの右の箇所にも同棟のことを述べている。
段初の注に示した論文五三頁。
テキストは〈日本思想大系ｖ（岩波聾店）の八親彌ｖを用いた。引用はすべて同掛の一五二頁以下である。
八教行信証識読・信証巻ｖ、へ金子大栄著作集ｖ第七巻四三四頁。
へ日本思想大系ｖ十三巻、〈道元ｖ三七一頁。
金子大栄、同書四三八頁。
デイオーーシオスの愛の思想は美と善のそれと結合している。それについての概要は前記の娘田陽一郎の論文が見事に綴
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（釦）旨』ｍ・中盤。なおこのような規定はく。『］の⑰目、⑪ロ弓月内の。宮砦宣一○８℃三⑰届』⑪‐屋曽上・因目』（恩薗。ｐ臣・尻・日’
日の員貰『◎目尻胃］‐国①旨い二二局］⑨忌沖◎ヨョ目‐ず。－円す。◎ぬ）い』巳猯にも見られる。
（釘）し⑰岳の鳶ｍ・田』・以下の引用はすぺて同書の五一一一二頁より五一一一八章に基ずく。
（銘）”のロ冨呂庁些ｏｍｏｂ隊⑪》、】の同色日豊の。、．』⑭Ｃ・
（釣）国の、の］・鯵、夢円弄の。⑨患・
（幻）馨匙の。、い『。
'■、ア■、
３５３４ 
、-ノ、､ノ用いた。
同巨、のロ同旨〆ｏｎ■己』ロ可幽ｐＣ目のロの」、、日⑪ｐｍＣ臣冒与のロロ儲の旨い⑫・農Ｈか
。．ご「・句・餌の、の〕・脾、豊の房の．忠酊・テキストとしてＧ・ルカーチの論文を付したし已守：‐ぐの『一品（后駅国曾一旨）版を
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